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日本のオランダ語教育とオランダの日本語教育の変遷に関する一考察－長崎とライデンを中心に－
教育が実施されるようになった。1935 年 10 月 17 日付で在バタヴィア日本
総領事館は東京の外務本省に対して、「ファン・デル・プール退役陸軍大佐
















































































































































































うである。すなわち、大崎東平（在職期間は 1923 年４月から 1929 年
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